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世帯主による届け出の義務
　加入や離脱、世帯の分離や合併など、世帯の中で
国保の資格に異動がある場合は、その事実が発生し
てから必ず14日以内に、世帯主または世帯員が届
け出をする必要があります。

　柔道整復師(整骨院・接骨院)か
ら、急性的で外傷性のけが(骨折、
脱臼、打撲、捻挫、肉離れなど)に
より施術を受けたときは、健康保
険の対象になります(骨折、脱臼は
応急処置を除いて、あらかじめ医
師の同意が必要)。ただし、次のような場合は健康
保険が使えませんのでご注意ください。
健康保険の対象にならないものの例
●疲労や慢性的な要因からくる肩凝りや筋肉疲労な
ど

●病気(内科的原因による疾患)による凝りや痛み
●脳疾患後遺症などの慢性病や症状の改善がみられ
ない長期の施術

●保険医療機関(病院、診療所等)でも同じ箇所を治
療している負傷など

●労災保険が適用される仕事中や通勤途上での負傷
注意事項
●交通事故など第三者行為に該当する場合は、保険
医療助成課へ連絡してください。

●外傷性の負傷でない場合は健康保険が使用できま
せんので、負傷原因を正確に伝えてください。

●施術が長期にわたる場合、内科的要因も考えられ
ますので、医師の診断を受けましょう。

●領収書を必ずもらって、金額を確認しましょう。
●柔道整復は、施術を受けた人が柔道整復師に受領
委任することで自己負担分のみを支払い、残りの
費用を柔道整復師が健康保険に請求することが例
外的に認められています。受領委任には施術を受
けた人の自筆の署名が必要です。白紙の用紙に署
名するのは、間違いにつながる恐れがありますの
で、柔道整復施術療養費支給申請書の内容をよく
確認してから署名してください。

●柔道整復師への適正な支払いのため、必要に応じ
て治療内容などの調査を行っています。津市国民
健康保険から施術を受けた人に、負傷原因、治療
年月日、治療内容などを文書で照会する場合があ
りますのでご協力ください。照会がありましたら
ご自身で回答書に記入してください。

国民健康保険を離脱する人へ
　会社に就職したり、扶養に入ったりしたときは、
新しい保険証が届き次第、速やかに国保離脱の届け
出をしてください。
注意事項
●保険料は資格取得した月の分までさかのぼって納
付する必要があります。また、届け出が遅れたこ
とにやむを得ない理由があると認める場合を除
き、届け出日の前日までに医療費がかかった場合
は全額自己負担になります。

●国保離脱の届け出をするまでは、保険料が賦課さ
れたままになっています。勤務先からの通知や手
続きはありませんので、必ず個人で国保をやめる
届け出をし、遅れたり届け忘れたりしないように
ご注意ください。

●国保の資格は、新しい健康保険の加入日(認定日)
で喪失します。資格を喪失した後に国民健康保険
被保険者証(以下、国保の被保険者証という)を使
用した場合は無効になります。誤って使用したと
きは、津市から医療機関などへ支払った医療費を
請求する場合がありますので、ご注意ください。

国民健康保険の届け出は
必ず14日以内に

柔道整復師の施術を受ける人へ

このようなときは届け出を

●家族がすでに国保に加入している場合は、その被保険者証も必要に
なる場合があります。
●世帯主および被保険者のマイナンバーを記載する必要がありますの
で、マイナンバーカードまたはマイナンバーが分かるものと本人確認で
きるものをご用意ください。

生活保護法の適用を受けなく
なったとき

日本在留期間が３カ月を超えてい
て、津市で住民登録をしたとき

修学または施設入所のため市外
へ住民票を移すとき

住所、氏名、または世帯主が変
わったとき
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届け出に必要なもの

転入したとき 印鑑

子どもが生まれたとき 印鑑

印鑑、保護廃止決定通知書

印鑑、国保の被保険者証

他の健康保険を離脱したとき

死亡したとき 印鑑、国保の被保険者証

他の健康保険に加入したとき

生活保護法の適用を受けたとき

印鑑、国保の被保険者証、
他の健康保険の保険証

印鑑、国保の被保険者証、
保護開始決定通知書

世帯を分離または合併したとき

印鑑、国保の被保険者証

印鑑、国保の被保険者証、
在学・入所を証明する書類

国保の被保険者証を紛失したり、
汚れて使えなくなったとき

印鑑、使えなくなった国保の被
保険者証、本人を証明するもの

転出するとき

印鑑、国保の被保険者証

在留カード・特別永住者証
明・外国人登録証明書のうち
いずれか１つ、パスポート

印鑑、健康保険の離脱（資格喪
失）証明書または離職票


